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大
国
間
の
戦
略
的
競
争
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
、
そ
し
て
保
護
主

義
の
高
ま
り
。
国
際
経
済
の

秩
序
は
い
ま
、
不
確
実
性
の

渦
中
に
あ
る
─
─
。

　

こ
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
切
り
出
し
た
ア
ー
ム
ス

ト
ロ
ン
グ
氏
は
「
米
中
２
大

国
に
よ
る
既
存
貿
易
ル
ー
ル

の
恣
意
的
乱
用
と
、
新
た
な

ル
ー
ル
の
未
整
備
」
が
多
国

間
経
済
シ
ス
テ
ム
を
脅
か
し

て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

氏
は
続
け
て
、
20
年
に
噴

出
し
た
豪
中
の
貿
易
摩
擦
を

俎
上
（
そ
じ
ょ
う
）
に
載
せ

た
。
摩
擦
発
生
以
前
、
大
麦

や
ワ
イ
ン
、
石
炭
な
ど
、
豪

州
の
中
国
市
場
へ
の
依
存
度

は
高
く
、
輸
出
総
額
の
４
割

を
占
め
た
。
中
国
の
輸
入
制

限
は
豪
州
に
打
撃
を
与
え
る

と
予
想
さ
れ
た
が
、
結
果
は

意
外
に
軽
微
だ
っ
た
。

　

氏
は
「
豪
州
は
輸
出
先
を

中
国
か
ら
他
国
へ
と
転
換
、

分
散
化
し
、
貿
易
転
換
に
成

功
」
し
た
と
言
う
。
開
放
さ

れ
た
多
国
間
貿
易
シ
ス
テ
ム

が
、
大
国
の
一
方
的
措
置
へ

の
備
え
と
し
て
機
能
し
た
わ

け
だ
。

　

さ
ら
に
氏
は
、
中
国
が
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
心
を
寄
せ
る

点
に
注
目
。
警
戒
す
る
向
き

も
あ
る
が
、
中
国
を
多
国
間

貿
易
シ
ス
テ
ム
の
ル
ー
ル
に

取
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
だ
と
述

べ
た
。

は
莫
大
な
利
益
を
得
る
」
と

ラ
ブ
リ
ー
氏
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
安

全
性
へ
の
懸
念
も
米
中
緊
張

の
要
因
だ
。
重
要
物
資
の
供

給
途
絶
は
、
国
民
の
生
命
や

経
済
活
動
を
脅
か
す
。
ラ
ブ

リ
ー
氏
は
こ
れ
が
「
コ
ロ
ナ

禍
で
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い

る
」
と
続
け
た
。
さ
ら
に
、

友
好
国
間
の
み
で
の
経
済
圏

づ
く
り
は
、
市
場
の
開
放
性

を
損
ね
、
結
果
「
ア
ジ
ア
の

卓
越
し
た
貿
易
シ
ス
テ
ム
を

引
き
裂
く
可
能
性
が
あ
る
」

と
警
告
を
発
す
る
。

　

続
く
宋
氏
は
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
を
、
世
界
で
最
も

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
域
と
強

調
。
経
済
成
長
著
し
い
こ
の

地
域
で
、
い
ち
早
く
貿
易
の

新
た
な
ル
ー
ル
を
整
備
す
べ

き
だ
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
中
国
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
加
盟
申
請
は
、
中
国

の
対
外
的
な
開
放
戦
略
の
一

部
だ
と
推
測
。
中
国
は
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
内
で
す
で
に

強
固
な
経
済
関
係
を
築
い
て

お
り
、
今
後
も
こ
れ
を
維
持

　

続
い
て
登
壇
し
た
ラ
ブ
リ

ー
氏
は
、
米
中
経
済
の
緊
張

関
係
の
要
因
を
分
析
。
そ
の

一
つ
に
他
者
に
よ
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
支
配
へ
の
不
安
を
挙

げ
た
。
「
技
術
革
命
の
た
だ

中
に
あ
る
現
在
、
そ
の
勝
者

経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

へ
の
取
り
組
み
も
そ
の
一
つ

だ
。
中
で
も
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

自
由
で
公
正
な
21
世
紀
型
の

新
た
な
ル
ー
ル
を
確
立
す
る

も
の
で
、
多
く
の
国
や
地
域

も
、
日
本
政
府
は
関
係
国
と

と
も
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
自
由
貿
易
体
制

の
中
核
で
あ
り
、
新
時
代
の

国
際
経
済
秩
序
へ
の
対
応
に

連
携
に
関
す
る
包
括
的
お
よ

び
先
進
的
な
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
は
、
自
由
貿
易
の
新

た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

な
り
得
る
だ
ろ
う
か
。

　

各
国
の
識
者
に
よ
る
活
発

な
議
論
に
期
待
す
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
機
能
不
全
に
陥

る
中
、
各
国
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の

傾
斜
を
強
め
、
一
方
的
措
置

を
講
じ
て
い
る
。

　

政
府
は
こ
れ
に
鑑
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
る
。

す
る
た
め
に
「
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
ル
ー
ル
に
準
拠
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
」
と
の
見
解
を

述
べ
た
。

　

１
月
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
各
国

と
日
中
韓
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
15
カ
国
が
参

加
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
が
、
国
内

手
続
き
を
終
え
た
国
々
で
発

効
し
た
。

イ
ン
氏
は
「
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
参

加
国
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
合
計
と
、
人
口
の
合

計
は
、
い
ず
れ
も
世
界
の
約

３
割
を
超
す
」
と
、
そ
の
巨

大
さ
を
訴
求
。
続
け
て
、
米

国
が
抜
け
た
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
が
加
盟
す

る
可
能
性
は
低
い
と
の
見
解

を
示
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
比
べ
て
「
小
さ

な
利
益
の
た
め
に
大
き
な
コ

ス
ト
が
か
か
る
」
と
い
う
の

が
理
由
だ
。

イ
ン
氏
は
さ
ら
に
、
米
中

の
輸
入
制
限
は
自
国
の
利
益

に
か
な
っ
て
い
な
い
と
指

摘
。
日
豪
が
米
国
を
誘
い
多

角
的
貿
易
体
制
を
強
化
す
べ

き
だ
と
主
張
し
た
。

　

ガ
ウ
ン
氏
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
デ

ジ
タ
ル
貿
易
と
い
う
観
点
か

ら
展
望
。
協
定
で
「
異
な
る

経
済
圏
の
シ
ス
テ
ム
の
相
互

運
用
が
可
能
に
な
っ
た
」
と

高
く
評
価
し
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
あ
る
い
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
チ
リ
が
結
ぶ
、
デ

ジ
タ
ル
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
協
定
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に

は
、
関
税
手
続
き
や
デ
ー
タ

の
や
り
取
り
、
紛
争
解
決
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
ガ
ウ
ン
氏
は
、
こ
れ
が

デ
ジ
タ
ル
貿
易
の
円
滑
化
だ

け
で
な
く
「
自
由
貿
易
推
進

の
手
段
と
な
る
」
と
話
す
。

17
年
の
米
国
離
脱
は
大
変

残
念
で
あ
り
、
復
帰
を
促
し

た
い
。
同
ル
ー
ル
の
世
界
標

準
と
し
て
の
普
及
を
期
待
し

て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
強
化
に

ル
を
受
け
入
れ
、

観
を
共
有
す
る

同
志
国
と
の
連

携
推
進
や
Ｃ
Ｐ

が
現
在
興
味
を
示
す
。
た
だ

し
加
入
に
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

ハ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ル
ー

に
よ
る
経
済
構
造
の
自
律
性

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
人

工
知
能
技
術
や
量
子
技
術
等

の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
。

　

同
時
に
、
普
遍
的
な
価
値

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
東
ア
ジ
ア
の
地
域

的
な
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
協
定
等
ル
ー
ル
に

基
づ
く
関
与
の
強
化
で
経
済

安
全
保
障
を
実
現
す
る
。

不
可
欠
だ
。特
に
紛
争
解
決
制

度
の
回
復
が
急
務
で
あ
る
。

　

政
府
は
経
済
安
全
保
障
政

策
と
し
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
強
靱（
き
ょ
う
じ
ん
）化

　

戦
後
日
本
の
経
済
的
繁
栄

と
政
治
的
安
定
の
礎
と
な
っ

た
、
国
際
経
済
秩
序
が
揺
ら

い
で
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
環
太
平
洋

　

各
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

討
議
へ
と
移
行
。
司
会
の
渡

辺
氏
に
よ
る
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
で
地
政
学
的
緊
張
が

高
ま
る
な
か
「
経
済
協
定
は

従
来
の
ま
ま
で
十
分
か
」
と

の
提
起
に
ラ
ブ
リ
ー
氏
が
応

答
。
「
米
国
は
、
国
家
の
安

全
保
障
と
経
済
の
安
全
保
障

と
を
切
り
離
せ
な
い
も
の
と

捉
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

経
済
協
定
も
国
家
の
安
全
保

障
の
枠
組
み
で
考
え
る
べ
き

だ
と
し
た
。

　

宋
氏
は
、
中
国
は
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
包
括
的
に
評
価
し
て

い
る
と
述
べ
た
う
え
で
「
加

盟
申
請
の
一
方
、
そ
の
準
拠

の
た
め
に
国
内
政
策
の
見
直

し
を
考
え
て
い
る
」
と
分
析

し
た
。

イ
ン
氏
は
今
年
、
20
カ
国

・
地
域
（
Ｇ
20
）
の
議
長
国

で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
視

点
か
ら
「
首
脳
会
議
（
サ
ミ

ッ
ト
）
で
は
新
し
い
世
界
経

済
秩
序
、
多
国
間
貿
易
シ
ス

テ
ム
の
強
化
が
議
論
さ
れ
る

だ
ろ
う
」
と
話
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
貿
易
下
の
、
個

人
情
報
の
侵
害
を
危
惧
す
る

声
に
ガ
ウ
ン
氏
は
「
多
国
間

の
電
子
商
取
引
の
重
要
さ
は

多
く
の
人
が
理
解
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
個
人
情
報
は

制
度
や
技
術
で
保
護
可
能
だ

と
し
た
。

　

最
後
に
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン

グ
氏
が
「
２
度
の
世
界
大
戦

の
勃
発
は
、
分
断
さ
れ
た
経

済
圏
形
成
が
要
因
の
一
つ
」

と
話
し
、
現
状
を
「
非
常
に

恐
ろ
し
い
」
と
評
し
た
。

　

続
け
て
、
経
済
安
全
保
障

の
強
化
の
た
め
「
日
豪
は
米

国
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
復
帰
へ
の

働
き
か
け
を
す
べ
き
だ
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

こ
れ
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
。

中
国
社
会
科
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Ａ
Ｓ
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Ｉ
Ｅ
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ザ
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・
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Ｔ
Ｉ
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Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
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Ｔ
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誠

　米中２大国間の戦略的競争をはじめとする地政学的緊張が、アジア太平洋地域の多国間経
済秩序を脅かしている。この問題の解決の足がかりを得るため、２月、経済産業研究所（ＲＩＥ
ＴＩ）とオーストラリア国立大学（ＡＮＵ）が、共同シンポジウム「大国間の戦略的競争時代の
多国間主義の展望〜ＣＰＴＰＰを超えて〜」をオンライン開催。世界貿易機関（ＷＴＯ）や自由
貿易協定（ＦＴＡ）の将来を探りながら、日豪をはじめとする各国の役割を模索した。

●第５回 ＲＩＥＴＩ-ＡＮＵシンポジウム

日豪協調 新たな国際経済秩序を

一方的な貿易措置  多国間主義で防げ

自
由
で
公
正
な
ル
ー
ル
を
確
立

供
給
途
絶
へ
の
不
安

多
角
的
貿
易
体
制
強
化

経
済
と
安
保
は
不
可
分
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